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“まく　まく　まくぞ”．／“まけ　まけ

まけよ”r〃　ご神体の合体によって生ま

れた福をグアム島旅行が当たる富札とい

っしょに見物客にまきました。このあと

7枚の当り札を拾った人達でサバイバル

ゲームの結果、鈴木隆司君（中里中3年）

が見事勝ち抜きグアム島旅行を手に入れ
ました。　（雪原カーニバルの記事は8ぺ

一ジヘ）
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平
成
三
年
度
村
予
算
の
使
い
み
ち

変縣笹

地方譲与税ほか
9，430万円（＋7．2％）

　〔2．7％〕

　　　　　　灘税
　　　　顯翻，鰯癒隅
　　　　　欝鱒．響鰯
　　　　　、顯灘．灘簿灘

　　　　醗『葵獺

譲　・、1§繕睡
　　　　騰麟騒綱存歳入羅購顯

　村債
3億7，／／0万円

（＋67．5％）
，〔／0．9％〕、

源

地方交付税
45億5，000万円

（＋6．9％）

、〔45．5％）

1億9，400万円）

＼県支出金
／億8，290万円

（一38．796）

　〔5．4％〕

国庫支出金
」億／，／64万円

（一5／．6％）

　〔3．3％〕

　
「
自
か
ら
創
造
し
、
実
践
す
る
」
村
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
平

成
三
年
度
の
村
当
初
予
算
が
、
三
月
七
日
か
ら
行
わ
れ
た
第
一
回

村
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
予

算
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
関
係
す
る
内

容
が
幾
つ
も
あ
り
ま
す
。
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
美
し
い
村
づ

く
り
の
た
め
に
皆
さ
ん
と
一
緒
に
目
を
通
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

リ
ゾ
ー
ト
に
向
け
て
積
極
村
政

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
三
十
四

億
四
百
万
円
と
な
り
、
対
前
年
比
一
〇

軒
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
（
上
記
グ
ラ
フ

参
照
）
ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
下
水

道
会
計
を
新
設
し
、
十
二
億
六
千
万
円

一
〇
．
O
％
の
伸
び

八
・
八
％

と
し
、
前
年
比
約
八
・
八
響
増
と
な
り

ま
す
。
全
体
で
は
、
四
十
六
億
六
千
三

百
五
十
六
万
七
千
円
で
、
前
年
比
九
軒

の
伸
び
に
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
（
村
に
入
る
お
金
）
に
つ
い
て

鋼一般会欝

　福祉、教欝．農撚童本など村蕎政の墓蒸繭な事業縷

要する経幾が鞭懸と繊獲謙上さ藏、逡載猷繕の藩算の

叢捧慮なiる餐計饗鐵。

■載債

　緯が事業を癒うのに懸要獄財源調達蕃段遊襲羅講算

縫鍵め羅長期關懲撫鞍る覆務。

膨地簿交趨i税

　国税灘灘蕎議欝税．法撫税．酒税の一鍵翻奮難．鰭

濾鍛叢翻楼蓬騨撫購欝糞懸羅1醗簗瓢嚢難灘誉
る激灘瞳経饗蓬馨鍵墾壕簾疑鐵愚揚毒籔の馨蘇葬鰹懸

灘懲麟羅お霊響鐵。．



その他
2億639万円
（一32％）

　〔6．0％〕

（前年度当初予算
　
円
）

費
晒
跳
鰯

務
鯉
駄
湖

　
　
り
マ
の
　

総
輪
磯
越

　
灘

農林氷産業費
4億4，8鎌万需
（一20．5％）

　〔紹．2脇

衛生費
2億3，404万円
（＋36．8％）

　〔6．跳〕姥

2盤羅3轟
　　　《雛9．2％）

　　　　解．3驚）

公債費
8億2，騒82万円
（矧o．鰍鋤

〔9、6％蕩　＿欝叢歳出
　教蕎費
3億5，◎5刀蚕陶

　蕪5．3％謹
　創◎．3％勃

　　　　　　蹴圭木費　　　礁
　　　　　4億驚轍舶　蔓
　　　　　《遡．灘　　〔
　　　　　　麟2。難鋤

　
陶
》

費
万
％
塾

　
2
潟
％

工
麗
雛
欝

轟
曙

　
灘

予算額（干円） 伸率（％）

一般会計 3，404，000 ／0．0

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 490，013 5．7

倉俣診療所 42，047 3．7

歯科診療所 44，661 7．／

老人保健 553，664 9．8

簡易水道事業 1／5，6／2 ／23．0

下水道事業 ／3，570 新規

合　　　計 4，663，567 9．7

）は前年比

〕は構成比

（
　
〔

は
、
土
地
家
屋
、
償
却
資
産
に
よ
る
固

定
資
産
税
の
伸
び
が
村
税
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
繰
越
金
ほ
か
に
つ
い
て
は
、
各
種
基

金
の
増
額
と
預
金
利
率
の
上
昇
に
伴
な

う
運
営
益
の
伸
び
や
克
雪
住
宅
資
金
の

貸
付
残
高
の
増
額
に
伴
な
う
預
託
回
収

金
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
村
債
は
、
商
店
街
近
代
化
推
進
事
業

出
資
金
を
ま
か
な
う
た
め
大
き
く
計
上

さ
れ
、
六
八
響
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

！ρ

　
国
庫
支
出
金
は
、
前
年
度
に
大
き
な

ウ
ェ
ー
ト
を
し
め
た
へ
き
地
教
員
宿
舎

が
完
成
し
た
た
め
減
と
な
り
、
県
支
出

金
も
、
農
業
構
造
改
善
事
業
の
一
部
終

了
に
よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
新
た
に
措
置
さ
れ

る
予
定
の
地
域
福
祉
基
金
、
土
地
開
発

基
金
及
び
財
源
対
策
債
償
還
基
金
費
や

自
然
増
分
の
確
か
な
分
を
見
込
ん
で
、

六
・
九
響
増
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
商
店
街
近
代
化
推
進
事
業
■
リ
ー
ス

工
場
■
清
津
峡
ト
ン
ネ
ル
構
想
■
人
材

育
成
■
中
里
村
物
語
発
刊
・
中
里
ソ
ン

層

グ
作
曲
■
地
区
振
興
会
設
立

　
そ
れ
で
は
、
予
算
の
各
項
目
別
に
主

要
事
業
や
新
規
事
業
を
拾
い
上
げ
、
主

な
使
い
み
ち
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、
今
年
度
の
メ
イ
ン
事
業
と
な

る
商
店
街
近
代
化
推
進
事
業
で
す
。
全

国
で
は
じ
め
て
と
い
う
新
商
店
街
づ
K

り
を
す
る
た
め
に
第
三
セ
ク
タ
ー
「
中

里
村
地
域
開
発
株
式
会
社
」
へ
出
資
を

行
い
上
山
地
内
に
集
合
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
『
ユ
ー
モ
ー
ル
』
を
新
設
さ

せ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
県
単
事
業
で
実

施
さ
れ
て
い
る
「
リ
ー
ス
エ
場
」
が
通

り
山
地
内
に
新
築
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

農
家
の
就
業
の
場
の
拡
大
と
農
業
後
継

者
対
策
や
嫁
不
足
解
消
、
兼
業
農
家
の

安
定
収
入
を
狙
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業

で
す
。

　
観
光
に
つ
い
て
は
、
清
津
峡
歩
道
再

開
発
対
策
と
し
て
、
（
株
）
キ
タ
ッ
ク
に

種
々
の
調
査
を
依
頼
し
、
入
り
口
か
ら

六
百
㍍
地
点
ま
で
の
ト
ン
ネ
ル
構
想
と

左
岸
峰
越
登
山
ル
ー
ト
の
開
設
等
を
関

係
庁
と
協
議
し
ま
す
。

　
ハ
ー
ド
な
事
業
が
少
な
い
よ
う
で
す

が
、
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
ふ
る
さ
と

創
生
基
金
に
積
み
増
し
し
、
今
後
に
備

え
ま
す
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
事
業
の
村
民

研
修
基
金
も
大
き
く
積
み
増
し
し
て
あ

り
、
人
材
育
成
に
長
期
的
に
対
処
で
き

る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
中
里
村
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
村
民
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
、
”
中

里
村
物
語
”
の
発
刊
や
”
中
里
ソ
ン
グ
”

の
作
曲
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
地

金
年
の

　
　
　
　
　
主
な
事
業

開
発
課
關
係

◎
簡
震
街
近
代
化
推
進
事
業

　
…
…
…
…
…
蚤
億
九
、
ニ
ニ
九
万
隅

Q
索
塁
載
物
語
、
嚇
耀
1
繋
特
産
晶
研

　
究
、
索
塁
ソ
ン
ダ
作
曲
、
集
落
各
看

　
板
委
託
…
…
…
：
滋
、
五
〇
◎
万
囲

○
嚢
秘
脊
成
事
業
…
…
…
六
〇
〇
万
円

◎
克
雪
縫
電
等
資
金
貸
付
事
業
（
新
規
）

　
◎
…
…
…
…
…
・
…
・
五
、
○
○
○
癒
周

o
撚
道
酸
喪
、
舗
蓑
事
業
（
小
沢
東
幽

　
線
難
）
…
…
・
…
…
三
、
○
園
○
万
罵

o
県
単
稼
道
事
業
（
角
閥
盤
倉
線
、
鞭

　
叢
線
、
小
沢
東
幽
線
）

　
…
…
…
…
…
…
：
・
二
、
五
簸
◎
癒
円

農
政
課
関
係

○
県
単
瞬
ー
ス
露
場
盛
、
竜
鑑
五
欝
円

O
垂
幽
集
落
開
雛
弛
ン
タ
ー
補
勤

　
…
：
…
：
：
・
優
：
：
：
：
…
：
煮
○
◎
灘
隠

㊤
氷
園
多
面
的
利
溺
提
進
事
業
（
ソ
パ
、

　
炎
錘
灘
翔
認
潔
．
淵
羅
ン
乾
燥
機
補
助
）

　
…
…
…
…
…
…
；
・
…
…
圏
霊
◎
菰
周

○
県
糞
農
産
物
魏
董
施
設
補
勘

　
・
…
…
…
…
…
・
…
・
皿
、
玉
◎
◎
癒
罵

◎
園
機
地
区
國
篠
営
地
輩
媛
壌
関
連
事

　
業
…
…
…
き
…
…
◎
：
…
：
・
…
：
．
．
．
9
．
p

　
　
燃
匿
麟
整
理
等
）
圏
、
一
〇
◎
灘
闇

○
県
嚢
磁
鐡
嘗
農
団
地
農
道
整
備
事
薬

　
藁
鍵
釜
…
…
…
…
園
、
一
戴
◎
野
罵

㊤
県
営
懸
め
池
等
整
備
嚢
業
負
挺
金

　
　
郷
溝
團
幽
、
囲
代
、
東
国
厩
、
燃
俣

　
奪
．
燃
畿
〉
：
…
裁
、
難
心
◎
滋
罵

o
県
営
圃
場
整
備
事
業
補
勤
金
燃
桔
梗

　
原
地
区
）
；
…
…
露
、
◎
○
○
籔
周

平成3年4月／0日広報1麗勃費♪・
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域
開
発
計
画
の
た
め
に
、
リ
ゾ
ー
ト
特

産
品
を
開
発
し
ま
す
。
得
意
な
分
野
で

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
．

　
も
う
一
つ
の
ソ
フ
ト
新
規
事
業
と
し

　
　
灘
難

撫嘉
慧
欄

　
懸
　耀議

■

て
”
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
”

と
村
内
各
地
区
の
振
興
と
融
和
の
た
め

「
地
区
振
興
会
」
の
設
立
を
う
な
が
し

ま
す
。
後
日
説
明
し
ま
す
。
ご
協
力
を
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

目
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
着
手

／

　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　￥￥
　　　　　　　　　興

　　　　　　　　な　　　　　　　㌧￥
　　　　　究　　　　き　　　で
　　響　を
》

■
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
増
額

■
広
報
無
線
有
効
活
用
■
清
掃
セ
ン
タ
ー

施
設
改
築
■
村
営
墓
地
永
代
使
用
開
始

　
次
に
快
適
な
住
民
生
活
の
確
保
に
つ

い
て
で
す
。

　
前
年
度
か
ら
計
画
を
進
め
て
き
ま
し

た
下
水
道
事
業
は
、
特
別
会
計
を
新
設

し
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

と
し
て
実
施
し
ま
す
。
中
央
地
区
を
第

一
期
工
事
と
し
て
平
成
三
年
に
着
工
、

七
年
に
完
了
し
、
八
年
か
ら
一
部
供
用

を
開
始
で
き
る
よ
う
実
施
計
画
を
作
成

し
ま
す
。

　
村
で
は
、
推
進
体
制
を
整
え
、
関
係

地
区
別
に
説
明
に
入
り
ま
す
。
中
里
村

の
将
来
を
左
右
す
る
一
大
事
業
と
な
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
地
区
外
で
は
、
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
を
大
幅
に

増
額
し
、
継
続
実
施
す
る
と
共
に
改
築

者
に
対
し
、
村
単
特
別
貸
付
制
度
を
設

け
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
昨
年
度
設
置
し
た
広
報
無
線
を
有
効

に
活
用
し
、
防
災
情
報
の
伝
達
は
も
ち

ろ
ん
行
政
連
絡
や
村
内
の
動
き
等
を
き

め
細
か
く
、
よ
り
正
確
に
お
伝
え
し
ま

す
。
そ
し
て
更
に
、
　
　
行
政
と
皆
様

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
し

て
ゆ
き
ま
す
。

　
生
活
環
境
面
で
は
、
津
南
地
域
衛
生

施
設
組
合
の
施
設
を
改
善
し
、
ご
み
・

し
尿
処
理
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
荒
屋
地
内
に
計
画
し
て
い
る

村
営
墓
地
造
成
事
業
を
引
き
続
き
実
施

し
、
本
年
度
五
十
区
画
程
度
の
完
成
を

は
か
り
永
代
使
用
を
開
始
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　す　　　　　　　　　乳蓼

　　　　　　獺
　　　　　蔓　　　　篤

　　　攣　　　嚢　　撃
　晦
鳶

■
紙
お
む
つ
助
成
■
家
庭
奉
仕
員
増
員
■
村
単

父
子
当
増
額
■
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
□

福
祉
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
策
定
■
へ
き
地
保
育
所

施
設
整
備
■
健
康
教
育
徹
底

現
在
五
人
に
一
人
が
お
年
寄
り
の
中
　
　
里
村
は
、
こ
れ
か
ら
更
に
進
む
高
齢
者

建
設
課
関
係

◎
雪
寒
燃
防
雲
〉
事
業
（
消
撰
馨
、
園

　
沢
幽
欝
線
耀
◎
村
単
道
躇
改
嚢
事
業

　
燃
翻
沢
幽
醗
線
、
通
棲
幽
溝
津
線
．

　
角
聞
線
．
堂
幽
墨
道
線
、
幽
崎
垂
溝

　
線
．
総
合
羅
雛
鎌
…
通
璽
線
、
欝
鱒

　
林
醐
線
）
…
叢
億
蓋
、
難
◎
叢
欝
駕

o
建
設
機
械
整
備
慕
業
響
ー
鎌
矧
ー

　
除
雪
蕪
謹
懸
馬
麹
級
》
…
…
…
一
台

○
氷
霧
発
電
交
櫛
金
難
業
燃
本
屋
敷
宮

　
零
線
、
羨
悶
線
）
◎
道
路
維
欝
韮
事

　
一
式
き
…
…
…
壷
、
心
◎
○
万
円

住
民
課
関
係

o
璽
度
、
糠
嶽
購
霧
煮
鷹
療
費
勤
載
・
見

　
舞
金
叢
給
箏
業
…
…
…
囲
潅
盤
万
円

◎
凋
、
懸
縫
覇
謹
嬢
轟
雄
福
祉
薩
明
る
鱒

　
村
繊
蒙
嬢
推
進
事
藁
…
…
竈
鑑
万
周

◎
老
戴
福
祉
羨
套
…
…
…
一
九
蓋
万
周

o
震
竈
老
太
福
祉
対
策
事
業

　
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
七
墓
○
万
需

Q
老
戴
短
期
保
護
事
業
…
戴
墨
戴
薄
隅

◎
螂
規
模
灘
隷
・
サ
ー
膿
蒸
難
業
（
恵

　
福
園
）
…
…
…
…
…
…
・
・
童
叢
万
円

◎
老
羨
保
康
施
設
デ
謙
・
サ
ー
馨
ス
事

　
業
…
…
…
…
…
…
層
…
…
箋
六
万
隅

Q
蜷
域
福
概
事
業
（
社
会
福
祉
協
議
会

　
活
動
勤
成
）
…
◆
…
…
滋
○
太
万
円

◎
ひ
ど
強
親
家
庭
等
医
療
費
勤
成
事
業

　
◎
…
…
…
…
…
…
事
…
毒
鴛
國
万
欝

◎
寝
驚
き
嬢
老
人
家
庭
援
助
事
業
（
お

　
鞭
つ
支
給
事
業
）
…
…
一
六
八
万
円

保
健
課
関
係

◎
喬
欝
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補

　
勤
金
公
心
◎
基
）
一
、
七
〇
八
万
円

○
会
傍
麺
理
浄
化
槽
等
設
置
資
金
貸
付

　
事
業
…
…
…
・
…
…
…
・
・
五
〇
〇
万
円
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対
策
に
力
を
入
れ
て
行
き
ま
す
。

　
具
体
的
な
対
策
と
し
て
は
、
家
庭
で

寝
た
き
り
老
人
と
な
り
紙
お
む
つ
が
必

要
な
場
合
、
使
用
す
る
紙
お
む
つ
に
対

し
て
助
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
奉
仕
員
の
計
画
的
な
増

員
を
図
る
と
共
に
、
希
望
者
に
は
、
レ
イ

ン
ボ
ー
ヴ
ィ
ラ
清
津
で
の
入
浴
、
食
事
、

日
常
訓
練
チ
ェ
ッ
ク
に
助
成
し
ま
す
。

　
手
当
支
給
関
係
で
は
、
義
務
教
育
終

了
ま
で
の
児
童
を
父
親
が
保
育
す
る
場

合
に
支
給
さ
れ
る
村
単
父
子
手
当
を
月

五
千
円
に
改
正
す
る
ほ
か
、
ひ
と
り
親

家
庭
へ
の
医
療
費
に
対
す
る
助
成
も
開

始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
創
生
の
福
祉

版
と
言
わ
れ
る
福
祉
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン

の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
当
村
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
施
策
が
効
果
的
で
あ
る
か
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
き
計
画
立
案
し

て
ゆ
き
ま
す
。

　
保
育
関
係
で
は
、
へ
き
地
保
育
所
通

年
化
に
伴
う
保
母
の
待
遇
改
善
と
倉

俣
、
清
津
峡
保
育
所
の
施
設
整
備
を
行

い
保
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
保
健
衛
生
で
は
、
「
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
健
康
教
育
の
徹
底

を
図
り
ま
す
。
こ
れ
と
同
時
に
、
人
間

ド
ッ
ク
（
基
本
健
康
診
査
）
を
中
心
と

し
て
各
種
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
特
に

胃
ガ
ン
、
乳
ガ
ン
検
診
の
対
象
者
を
拡

大
し
、
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
率
を
減
少
さ

せ
村
民
の
健
康
づ
く
り
に
力
を
入
れ
ま

す
。

育

■
パ
ソ
コ
ン
導
入
■
教
育
環
境
整
備
■

教

遺
跡
発
掘
■
鷹
の
巣
グ
ラ
ン
ド
環
境
整

備
計
画

　
来
年
度
か
ら
の
本
格
的
な
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
i
教
育
に
備
え
る
た
め
研
修
用
パ

ソ
コ
ン
を
導
入
し
、
教
師
を
養
生
し
ま

す
。
ま
た
、
田
沢
小
、
高
道
山
小
、
倉

俣
小
、
中
里
中
の
環
境
整
備
と
校
舎
の

修
繕
工
事
を
行
い
教
育
環
境
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
関
係
で
は
、
ほ
場
整
備
等

の
事
業
の
た
め
、
壬
遺
跡
、
中
林
遺
跡

な
ど
の
発
掘
や
、
小
丸
山
遺
跡
の
試
掘

に
力
を
入
れ
貴
重
な
遺
産
を
保
護
す
る

と
共
に
各
種
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
努

め
ま
す
。

　
前
年
度
鷹
の
巣
グ
ラ
ン
ド
周
辺
環
境

整
備
に
着
手
す
る
た
め
、
J
R
並
び
に

県
河
川
課
、
土
地
改
良
区
等
の
許
認
可

等
に
手
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

用
地
等
の
関
係
上
、
も
う
一
年
計
画
年

と
し
た
い
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。
用
地
に
つ
い
て
は
決
定
し
だ
い
基

金
で
購
入
手
当
て
を
す
る
予
定
で
す
。

○
ご
み
収
積
庫
設
置
事
業
補
助
金
（
二

　
五
基
）
：
…
…
…
…
…
⊥
○
○
万
円

○
村
営
墓
地
造
成
事
業
（
委
託
費
含
む
）

　
：
…
…
…
…
－
…
…
・
…
六
八
三
万
円

教
育
委
員
会
関
係

○
小
学
校
環
境
整
備
（
田
沢
小
学
校
体

　
育
館
雑
音
防
止
、
倉
俣
小
グ
ラ
ン
ド

　
外
）
…
…
…
…
…
三
、
七
八
五
万
円

○
中
学
校
環
境
整
備
（
前
庭
舗
装
・
冷

　
房
等
）
…
…
…
・
二
、
一
七
〇
万
円

○
パ
ソ
コ
ン
導
入
（
小
学
校
）

　
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
七
〇
二
万
円

　
り
ん

○
壬
遺
跡
等
発
掘
調
査
事
業

　
…
…
…
…
…
…
：
・
三
、
七
五
〇
万
円

○
オ
ア
シ
ス
飢
実
施
団
体
補
助
金
（
青

　
年
層
活
動
補
助
）
…
…
…
五
〇
万
円

新しい職務に頑張ります

　役場人事異動
村職員が次のとおり異動しました。／〉は前職。

4月1日付異動

ラ
　
　
ヤ
ノ
　
　
ヨ
ノ

長
長
長

課
課
課

発
設
健

開
建
保

／
f
N
　
　
ノ
を
￥
　
　
（

市
男
平

正
一
寿

井
井
田

富
富
藤

長
長
長

課
課
課

健
発
設

保
開
建

勇（農政課副参事）農政課農地整備係長事務取扱桑原

総務課庶務係長樋口秀雄（総務課財政係長）
総務課財政係長汰島正平醗務課固定資産税係長）
税務課固定資産税係長　鈴木邦俊（開発課企画開発係長）

住民課住民係長　鈴木宗雄（収入役室出納係長〉
保健課保健婦長太島美栄予《保健課主任保健婦〉
開発課企画開発係長　吉楽高義（建設課工務係長〉

農政課農業振興係長　富井博一／住艮課住民係長〉

農業委員会係長富井和男（農政課係長／
建設課工務係長南雲市郎（農政課農地整備係長〉
収入役室出納係長　久保田明子（開　発　課　主　任）

ラ
　
　
き
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ノ
　
　
　

事
事
任
任
事
任

主
主
主
主
主
主

会
員
課
課
課
課
課

委
務
務
政
政
設

業
農
税
総
農
農
建

／
r
￥
　
　
〆
髪
　
　
ノ
【
￥
　
　
！
k
　
　
／
隻
　
　
（

司
博
広
睦
子
ル

正
忠
芳
　
　
規
ツ

嶋
井
楽
島
原
雲

太
高
吉
中
桑
南

任
任
任
任
任
任

主
　
　
　
　
　
　
主

　
主
主
主
主

局
　
　
　
　
　
　
課

務
課
課
課
課
育

事
　
　
　
　
　
教

　
務
民
発
政

会
　
　
　
　
　
会

議
税
住
開
農
社

　
　
　
う
ノ
　
　
　
　
　
ヨ
ノ

事
事
事
事

主
主
主
主

局
務
課
課
課

事
発
建
務

会
議
開
保
総

（
　
　
〆
曳
　
　
（
　
　
／
『
N

勤
司
治
子

　
政
徳
洋

柳
坂
沢
喜

小
保
滝
斎

事
事
事
事

主
主
主
主

課
課
課
課

務
建
発
発

総
保
開
開

　たいへんごくろうさまでした

3月31日付退職

治
枝
枝
子
成

信
一
勝
シ
大

　
　
　
　
ヨ

ロ
ロ
坂
鶴
山

樋
江
保
羽
村

長
員
事
任
事

　
仕

　
奉
主
主
主

育
庭
課
課
課

　
家

　
課
民
務
務

　
民

教
住
住
税
総

難
，
、
灘

霧

　鰯
　　躍・馨鞘1、撚露・

，勲

永い間お世話になりました。

擁
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iii鑛

iiii隣

iii癒

iii難i

iii纏

中
里
村
消
防
団

十日町地域消防長から再伝達

　
中
里
村
消
防
団
は
、
木
村
消
防
庁

長
官
か
ら
「
竿
頭
綬
」
を
表
彰
さ
れ
、

そ
の
受
賞
式
典
が
三
月
二
十
五
日
、

総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
班
長
以
上
の
団
員
五
十

四
名
と
来
賓
合
わ
せ
て
約
七
十
名
が

見
守
る
な
か
、
三
月
六
日
東
京
虎
ノ

門
日
本
消
防
会
館
で
受
賞
し
て
き
た

賞
状
を
再
伝
達
、
披
露
し
ま
し
た
。

　
こ
の
受
賞
は
、
毎
年
春
秋
に
予
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ヤ
つ

活
動
を
行
い
防
火
へ
の
啓
蒙
活
動
や

匿
　
1
　
－
　
l
　
I
　
I
　
I
　
I
　
I
　
露
　
匿
　
ロ
　
ー
　
I
　
I
　
I
　
I
　
曝
　
瞳
　
－
　
陞
　
1
　
－
　
I
　
I
　
I
　
I
　
l
　
I
　
I
　
ー
　
口
　
陞
　
量
　
8
　
1

な
ご
り
雪
の
な
か
中
里
中
卒
業
式
、

団
員
の
技
術
訓
練
の
強
化
を
図
り
、

操
法
競
技
大
会
で
県
大
会
や
全
国
大

会
に
出
場
す
る
な
ど
災
害
の
防
除
と

消
防
力
の
強
化
に
つ
と
め
へ
そ
の
成

績
優
秀
な
た
め
表
彰
さ
れ
た
も
の
で

す
。　

祝
辞
と
し
て
山
本
村
長
は
、
「
団
員

の
皆
様
が
、
地
域
の
生
命
、
財
産
を

守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
住
民

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
に
、

深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
受
賞

を
契
機
に
一
層
の
消
防
、
防
災
に
対

す
る
喚
起
を
お
願
い
し
ま
す
一
と
、

述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
言
葉
に
対
し
て
樋
口
正
次
団

長
は
、
「
こ
の
受
賞
に
恥
じ
ぬ
よ
う
防

災
防
火
に
努
め
ま
す
θ
と
、
述
べ
強

い
決
意
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　
三
月
十
四
日
、
第
六
回
中
里
中
学

校
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

在
学
生
や
父
母
の
見
守
る
な
か
、

林
勇
次
郎
校
長
は
、
八
十
六
人
の
卒

業
生
一
人
ひ
と
り
に
「
お
め
で
と
う

！
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
」
な
ど
と
言

葉
を
か
け
な
が
ら
卒
業
証
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。
そ
し
て
式
辞
の
な
か
で

「
困
難
を
乗
り
越
え
て
た
く
ま
し
く

生
さ
る
こ
と
が
自
律
だ
。
こ
の
道
を

強
く
堂
々
と
歩
ん
で
ほ
し
い
。
十
五

の
春
は
ま
さ
し
く
自
律
へ
の
春
だ
」

と
、
卒
業
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
式
の
最
後
に
卒
業
生
が
、
「
旅
立
」

を
記
念
合
唱
し
た
後
、
全
員
か
ら
の

拍
手
で
送
ら
れ
て
の
退
場
。

　
そ
の
後
、
卒
業
生
た
ち
は
校
門
前

に
並
ん
だ
在
校
生
や
恩
師
に
送
ら
れ

な
が
ら
熱
き
思
い
出
を
胸
に
握
手
を

交
わ
し
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
前
夜
か
ら
の
雨
が
雪
に
か

灘擁騨螺露響
欝　2駕鷺論講

肇
　
，轍難羅わ

り
、
春
め
い
た
日
差
し
に
雪
が
ち

ら
つ
く
な
か
を
涙
と
共
に
九
箇
年
の

義
務
教
育
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
ま
し

た
。

熱き思いを胸に“さようなら”

翻　　　　　，冥♂　　　　』’　　i翻i鱗羅鍛鞭灘　　　装醸　　轍　　＝翻轟　　　『写　難霧鱗＝鮎

揮＝；聾空ミ＝購餉．冥．

　
　
　
　
　
盤
灘
灘
騰
猿
難

　
国
民
年
金
で
は
平
成
二
年
四
月
か

ら
、
前
年
の
消
費
者
物
価
指
数
の
上

昇
に
応
じ
て
、
年
金
額
を
改
定
す
る

『
完
全
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
』
が

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
消
費
者
物
価
指
数
上
昇
率
が
三
・

一
警
と
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
四

月
分
か
ら
の
年
金
額
は
別
表
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

年金額
ス＿

平成2年度　　　　平成3年度
　　　　　　フイド

　　　　　　　　率
種　　　別 2．3％　　　　　　　　　3．1％

［国民年金］ （月額）　　　　（年額）

10年年金 34，492円　　→　　35，542円　　　426，504円

5年年金 29，358円　　→　　30，250円　　　363，000円

障害年金（1　級〉 70，967円　　→　　73，125円　　　877，500円

障害年金（2　級） 56，775円　　→　　58，500円　　　702，000円

母子年金（子1人） 73，142円　　→　　75，367円　　　904，404円

老齢基礎年金 56，775円　　→　　58，500円　　　702，000円

障害基礎年金（1　級） 70，967円　　→　　73，125円　　　877，500円

障害基礎年金（2　級） 56，775円　　→　　58，500円　　　702，000円

遺族基礎年金（子1人） 73，142円　　→　　75，367円　　　904，404円

［老齢福祉年金］

収入600万円未満 29，050円　　→　　29，933円　　　359，196円

収入600万円以上 24，667円　　→　　24，958円　　　299，496円

876万円未満

6



…
、
．
、
、
…
聡
，
新
座
市
ス
ポ
少
と
交
流
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
．
慷

鱒剛

■

嚢

　
三
月
十
七
日
、
埼
玉
県
新
座
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
中
里
村
ス
ポ
！
ツ

少
年
団
と
の
交
流
会
が
総
合
セ
ン
タ

ー
裏
山
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
団
は
、
十
六
日
に
来
村

し
、
村
の
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
家

庭
に
二
名
ず
つ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
二

日
目
は
全
員
集
合
し
て
交
流
会
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

撫
驚

　
　
　
新
座
市
西
堀
キ
ッ
カ
ー
ズ
を
中
心

　
　
と
し
た
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
ニ
十
六
人

　
　
（
全
員
五
年
生
）
と
村
の
ス
ポ
ー
ツ

　
　
少
年
団
合
わ
せ
て
約
八
十
名
は
、
あ

　
　
い
に
く
の
雨
の
な
か
、
ソ
リ
や
タ
イ

　
　
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
乗

　
　
り
に
熱
中
。
約
一
時
間
半
ビ
シ
ョ
ビ

　
　
シ
ョ
に
な
り
な
が
ら
も
雪
上
で
の
交

　
　
流
で
親
睦
を
深
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。

■
　

1
　
－
　
I
　
I
　
I
　

鵬
　
I
　
I
　
I
　
I
　

I
　
I
　
I
　
I
　

I
　
I
　
I
　

l
　
l
　
口
　
－
　
露
　
陞
　

瞳
　
－
　
口
　
口
　
一
　

－
　
田
　

］
　
I
　

l
　
I
　

I

撫鉱

・
諏

“サァ、これからダウンヒル”一本杉で

当
間
山
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

　
暖
か
な
春
の
日
差
し
で
里
が
春
め

く
頃
行
わ
れ
る
「
当
間
山
ス
キ
ー
ツ

ア
ー
」
に
三
十
一
人
が
参
加
し
、
大

自
然
の
中
の
春
ス
キ
ー
を
満
喫
し
ま

し
た
。

　
あ
い
に
く
の
小
雨
と
な
っ
た
春
分

の
日
、
珠
川
集
落
か
ら
当
間
山
の
山

頂
（
一
、
〇
一
七
m
）
に
向
け
て
出
発
。

二
回
三
回
と
休
憩
を
と
り
な
が
ら
登

る
に
つ
れ
て
、
ス
キ
ー
を
積
ん
だ
リ

ユ
ッ
ク
が
肩
に
く
い
込
ん
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
だ
ん
だ
ん
雪
が
締
っ
て
き

て
歩
き
や
す
く
な
り
助
か
り
ま
し
た
。

　
頂
上
付
近
で
は
、
五
紬
．
材
ほ
ど
の

、、醐．轍

　　　　　　　　　　　　　　酵

元気に交流するスポーツ少年団

新
雪
と
、
薄
日
で
ブ
ナ
の
枝
の
霧
氷

　
ま
ぶ

が
眩
し
く
光
り
冬
に
逆
戻
り
し
た
か

の
よ
う
な
銀
世
界
で
し
た
。

　
午
後
○
時
半
、
頂
上
か
ら
土
倉
集

落
を
見
お
ろ
し
、
「
こ
の
下
の
杉
林
に

終
戦
ま
で
峠
の
茶
屋
が
あ
っ
た
ん
で

す
よ
」
と
、
公
民
館
長
さ
ん
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
苦
し
か
っ
た
の
は
こ
こ

ま
で
で
、
さ
っ
そ
く
楽
し
み
の
昼
食

場
所
「
一
本
杉
」
ま
で
ス
キ
ー
で
下

山
。
か
い
た
汗
が
寒
風
で
乾
く
よ
う

な
快
ち
良
さ
で
し
た
。

　
少
し
遅
く
な
っ
た
お
昼
で
は
、
塩

　　羅覇
鑑難

　
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
み

な
さ
ん
、
平
成
三
年
か
ら
は
国
民
年

金
証
書
の
提
出
が
四
月
と
八
月
の
年

二
回
と
な
り
ま
す
。

　
今
ま
で
は
、
年
一
回
（
八
月
）
国

民
年
金
証
書
を
提
出
し
て
、
一
年
分

め
年
金
額
を
記
入
し
、
年
金
の
支
払

い
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
四
月
か
ら

の
年
金
額
の
引
上
げ
に
伴
う
改
定
差

額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
民
年
金
特

別
証
書
に
よ
り
支
給
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昨
年
四
月
か
ら
完
全
自

動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が
導
入
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
平
成
三
年
か
ら
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま
み

こ
し
ょ
う
の
特
製
焼
肉
を
肴
に
ビ
ー

ル
、
ワ
イ
ン
の
味
は
格
別
で
毎
年
参

加
し
て
ま
す
が
飽
き
が
き
ま
せ
ん
。

　
リ
ユ
ッ
ク
が
軽
く
な
っ
た
と
こ
ろ

で
、
い
よ
い
よ
メ
ー
ン
の
ダ
ウ
ン
ヒ

ル
。
樹
木
を
ポ
ー
ル
代
わ
り
に
ス
イ

ス
イ
と
お
も
い
き
や
整
備
さ
れ
た
ゲ

レ
ン
デ
の
よ
う
に
は
い
か
ず
悪
戦
苦

闘
の
大
人
た
ち
。
（
飲
み
過
ぎ
か
な
…

…
）
登
る
と
き
バ
テ
ぎ
み
だ
っ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
大
は
し
ゃ
ぎ
で
樹
林

を
く
ぐ
る
よ
う
に
し
て
一
気
に
東
田

沢
に
到
着
。
　
「
来
年
も
ま
た
来
よ
う

ネ
」
と
、
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

国
民
年
金
証
書
に
四
月
か
ら
の
年
金

額
の
引
上
げ
に
伴
う
新
年
金
額
で
支

払
額
を
記
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　

も
し
国
民
年
金
証
書
の
提
出
が
遅

れ
た
り
、
忘
れ
て
い
ま
す
と
年
金
額

の
記
入
が
で
き
な
く
な
り
、
老
齢
福

祉
年
金
の
支
払
い
が
支
払
い
日
に
間

に
合
わ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
四
月
期
分
（
十
二
月
～
三
月
分
）

の
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
取
り
ま
し

た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
証
書
を

提
出
し
ま
し
ょ
う
。

幽響
、

塾γ
／

負第一が大きな肉

平成3年4月㈹日広報1麗応旧r♪・
　　　一r』『一■ワ　『■■『■■■7



蓑灘…

｝
．
溝

麟

〈ジャズダンスショー〉「コーラスライン」も“まっ青”JFBスタジオかむろ・真鶴メンバー。

〈
交
流
会
〉
　
こ
れ
か
ら
雪
別
荘
に
泊

ま
る
者
、
出
て
来
い
！
ウ
レ
シ
ソ
ー
。

〈
雪
別
荘
交
流
会
〉

抽
選
で
漏
れ
た
人
の
分
ま
で
ガ
ン
バ
ッ
テ
く
れ
た
で
し
ょ
う
か
。臨

〈ロックコンサート〉

のりにのっているWENDY。

莚

舞
　
毒

．灘翼
鑑瓢麟茅嚇

＠
黒

　　　　　“　雪　臼昌’』

中里率寸の人ロと同じ6鯛（昨年の国勢調査人ロ）のスノーキャ7

ンドルがあかあかと燃える奥からご神体が現われ、ステージの前で　　　　　　　　　　　　灘i
合体する幻想的なパッピーアタツクで幕あけとなった　。　　　　　撒

（日）午後にかけて上越国際清津スキー場で繰り広げられ、約2，500人の　　　　　　　　　　　　くロ・

人出でにぎわいパワフルなメニューで長かった冬に別れを告げまし　　　　　　　　　　　のり
た。

たメモリー花火の打ち上げに、にぎわいました。その後、中里村独　　　聡繰　　　　　護麟…蒙

身男性と東京・長岡の独身女性それぞれ14名が、特製かまくらの中

で一夜、酒を酌み交わしながら雪中体験するというユニークな「雪　　　　　　　　　　　　　幾
別荘交流会」も行われました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簾

　25日は前日と打って変わり、快晴に恵まれ、雪の滑り台、スノー　　　　　　　　　　　　魂

モービル周遊を楽しみ、スノーサッカー、スノーゲートボール、ス

ノーゴルフ、スノーゲートボールボーリング、卜一イングによるパ
ラグライダースクールに挑戦、ミニコンサート、ジャズダンスショ　　〈チビッコ広場〉

一をたんのうしながら、雪に感謝し、惜み、春が近いことを感じて　　親子でケツ滑り。ここ

いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でも最後まで遊んでいました。

験

　　『
　　　ス　　爆識　　　く宮ン　，　綴鯉

轍

一　㎜欄　　 酬

〈
ス
ノ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
〉

「
若
い
も
ん
は
へ
夕
だ
ね
え
。
こ
う
打
つ
ん

だ
よ
」

馨
魏

．
鯉

〈
ト
ー
イ
ン
グ
に
よ
る
フ
ラ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
〉

ス
リ
ル
満
点
！
だ
れ
で
も
鳥
人
間
に
な
れ
ま
し
た
。

女
性
で
も
ご
ら
ん
の
と
お
り
フ
ラ
イ
ト
。

・
～
憂

∫璽
岬》



鱒
雛
駿
鰹
嚢

盤
懇

鷺

聴謹

黎
跳

、
．
醗
難
繋
麹
蹴

　
　
　
、
製
盤
蓬
、
、
∵

臨
懇
難
鐵
．
雛

雌

灘

〈雪の滑り台〉

こうすればコケないのだヨ。

大人にも子供にも最後まで
人気がありました。

〈スノーモービル周遊〉

“キャー恐い”でも楽しかっ

た。ライダーもエンジンも
フル回転。

ン
〆
2

纏
欝

，麟鑛鰹臨鞭，・

・竈論置譜臨紬畠1韻魍

獅

教
員
宿
舎
「
」
ー
L
Y
中
里
」
完
成

鉄骨（耐火被覆）造3階建1，043m2、雪ぴ防止棚を備え、4mの積雪に
耐えます。また、防音対策に十分配慮されていて、隣室の水洗トイ
レの音もシャットアウトします。田沢小、貝野小、中里中学校の教
師が対象です。

　
通
り
山
の
中
学
校
寄
宿
舎
跡

地
に
、
へ
き
地
教
員
宿
舎
整
備

事
業
に
よ
り
教
員
宿
舎
『
L
I

L
Y
中
里
』
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
村
内
教
員
住
宅
が

老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
、
村
内

に
ア
パ
ー
ト
が
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
県
下
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ

う
高
級
教
員
住
宅
を
新
築
じ
、

教
育
水
準
を
高
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　
「
村
の
花
」
に
な
っ
て
い
る

「
清
津
ス
カ
シ
ユ
リ
」
か
ら
引

用
し
た
と
い
う
『
L
I
L
Y
中

里
』
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
宿

舎
の
竣
工
式
が
三
月
十
九
日
、

同
施
設
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後

総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

だ
。

　
祝
辞
の
な
か
で
新
潟
県
教
育

委
員
会
中
越
教
育
事
務
所
長

　
（
次
長
代
続
）
は
、
「
教
育
の
成

果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
教
職
員

・
が
地
域
に
し
っ
か
り
と
腰
を
す

え
て
、
村
民
の
皆
様
と
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

こ
の
立
派
な
施
設
を
教
職
員
か

ら
有
効
に
活
用
し
て
も
ら
う
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
期
待
に
応

え
る
べ
く
、
信
頼
さ
れ
る
学
校

教
育
の
実
現
に
一
層
努
め
ま
す
」

と
、
述
べ
ま
し
た
。

　
ユ
リ
の
甘
酸
っ
ぱ
い
香
り
の

す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
こ
の

宿
舎
は
、
四
月
か
ら
の
入
居
教

師
で
満
室
だ
そ
う
で
す
。

　
入
居
す
る
前
の
宿
舎
内
部
を

皆
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。

↑〈世帯用〉食堂兼台所、8畳和室、7畳洋間

〈単身用〉6畳和室、居問兼台所ベランダ方向から

　一　　　　　淵翼劉麗睡鎧濠賑舞継葦i羅・舞7　　　　　　　　　　　　一燃

←広々としたピロティー307m2には普通車18台が
　駐車できまする

　　↓食堂、相談、研修等多目的に利用できます。

　　〈集会室〉

し



形

爾
脇
薩
．

　ぽくのおばあちゃんがあみもの

をしている所を版画で表してみま

した。あんでいる様子がよくでる
　　　　　　　　　　　　タ
よう工夫して彫りました。一番苦

労した所は顔と手でした。

（2月頃の作品）

清滝康成くん（2歳）⑫
　博・はるみ夫妻の長男（東田尻）

　ぼく．ヤフッちゃんと呼ばれてい

るんだ。ちょっと．おくびょうも

のでヒコーキのとんでいる音がす

ると．こわくてかくれてしまうん

だ。車が好きで＼家の中や外でい

つも遊んでいるよ。動物の本が大

好き。食べ物はバナナとにまめが

大好き。お田さんは心の強い子ど

もになってほしいんだって。

謹

　
　
　
　
　
　

「
ふ
や
ス
マ
イ
ル
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
」
に
五
十
人

　
ひ
な
ま
つ
り
の
日
、
マ
ン
ト
パ
ー
ク
津
南

ス
キ
ー
場
で
ソ
フ
ィ
ア
の
企
画
し
た
ス
キ
ー

ツ
ア
ー
「
ふ
や
ス
マ
イ
ル
ス
キ
ー
ツ
ア
i
」

が
開
か
れ
、
村
内
外
か
ら
約
五
十
人
の
男

女
が
参
加
し
、
昼
間
は
ス
キ
ー
、
夜
は
パ
ー

テ
ィ
ー
に
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
楽
し
ん
だ
。

　
こ
れ
は
、
村
内
外
の
青
年
男
女
が
ス
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
を
通
し
て
交
流
を
深
め
、
　
笑
い
を
ふ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
う
と
「
ふ
や
ス
マ
イ
ル
」
と
名
づ
け
企

画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
，
縫
麟

　
　
ど

　
　
戸
F
　
’

　
　
F

　
　
　
～

スベリ込んだ方が速いのだ。

　
快
晴
の
な
か
、
ゲ
レ
ン
デ
で
は
宝
探
し

や
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
が
行
わ
れ
楽
し

く
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。
マ
ン
ト
パ
ー

ク
ロ
ッ
ヂ
で
の
夜
の
。
バ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
抽
選
会
な
ど
に
ス
キ
ー

の
疲
れ
も
忘
れ
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　
企
画
に
あ
た
っ
た
ソ
フ
ィ
ア
で
は
、
来

年
も
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
ス
キ
ー

．騰贈i

羅蕪欝、撚　『響慧
灘
、
，
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ツ
ア
ー
を
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ご
参
加
下
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

畢
9
醤
口
■
1
■
■
曝
5
■
■
■
■
■
1
■
■
■
■
6
欝
璽
●
置
6
0
6
馨
菖
醤
馨
●
ー
1
■
1
■
■
■
■
1
■
■
謹
口
■
■
9
置
ー
膿
雪
9
●
6
醤
墨
8
6
■
■
■
ー
口
■
■
■
1
■
1
■
■
■
■
巴
■
ー
書
雪
6
0
］
口

春
よ

は
～
や
～
く
こ
い

1
各
集
落
で
雪
上
運
動
会
1

　
三
月
に
入
る
と
清
田
山
、
上
山
、
倉
俣
、

荒
屋
、
芋
沢
な
ど
各
集
落
で
春
を
待
ち
な

が
ら
雪
を
楽
し
む
雪
上
運
動
会
が
盛
ん
で

す
。

　
各
集
落
と
も
雪
を
生
か
し
た
独
特
の
種

目
に
、
飲
ん
で
食
べ
て
滑
っ
て
ゴ
ー
ル
。

そ
し
て
大
笑
い
し
、
楽
し
い
一
日
を
過
し

て
い
ま
し
た
。

　
三
月
三
日
、
快
晴
に
恵
ま
れ
新
潟
中
央

銀
行
前
で
行
わ
れ
た
上
山
第
十
六
回
雪
上

運
動
会
で
は
、
十
六
種
目
に
隣
組
対
抗
で

勝
敗
を
分
け
合
い
雪
焼
け
で
顔
を
真
赤
に

し
な
が
ら
集
落
総
出
で
遊
雪
の
楽
し
さ
を

感
じ
合
っ
て
い
ま
し
た
。

○かな×かな？宝さがしゲーム

　　　　　　　　わたしの

慰禾口雄さんど

　
　
千
葉
県
柏
市

　
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
柏
市
は
、

近
く
に
手
賀
沼
が
有
り
子
供
の

頃
よ
く
魚
釣
り
や
ど
じ
ょ
う
や

エ
ビ
、
カ
ニ
を
取
っ
た
り
し
て

遊
ん
だ
も
の
で
す
。
都
心
か
ら

近
い
所
な
の
で
住
宅
や
工
場
が

年
々
増
え
車
の
排
気
ガ
ス
な
ど

で
環
境
が
年
々
悪
く
な
り
昔
の

面
影
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

中
里
村
に
移
る
前
は
年
に
数
回

寄
せ
て
頂
き
近
所
の
人
に
田
舎

へ
行
っ
て
来
ま
す
と
伝
言
す
る

と
、
都
会
で
生
ま
れ
都
会
で
育

っ
た
人
は
「
田
舎
が
あ
る
人
は

い
い
で
す
ね
一
と
、
よ
く
言
わ

れ
ま
し
た
。

　
中
里
村
に
来
て
四
年
目
に
な

り
ま
す
が
、
自
然
が
沢
山
有
り

子
供
の
頃
が
懐
か
し
く
想
い
出

さ
れ
ま
す
。
う
ぐ
い
す
の
鳴
き

声
や
ふ
き
の
と
う
が
出
始
め
る

と
春
を
感
じ
ま
す
。
四
季
が
は

っ
き
り
し
、
新
鮮
な
野
菜
や
緑
、

そ
し
て
き
れ
い
な
水
や
空
気
等

都
会
に
な
い
良
い
物
が
沢
山
有

り
ま
す
。
自
然
を
大
切
に
し
て

良
い
環
境
作
り
を
し
た
い
で
す

ね
。　

中
里
村
に
来
て
昔
ヒ
ッ
ト
し

た
ジ
ョ
ー
ン
・
デ
ン
バ
ー
の
「
故

郷
へ
帰
り
た
い
」
の
曲
を
想
い

出
し
ま
す
。

茨城県

灘葉県

埼玉県

～癬神奈川県」

柏市



　
　
の翫

　

く
け
除

癒
膿
駆

じ
な
兎

は
　
野

灘
．
　

　露潟鍵覆薄鴨3月錨田の闘、璽塁村猟幾会ぽ、

宥害鳥獣の野菟餅璽懸羅）を駆除じま蔭羅。

　写糞ぽ畿融㈱、園沢灘鶏黛國澱1鋤・嫉饗駆

除癒終灘襲．懸禰謹篠驚鶏遷叢癒癒奮。叢の
霞懲認羽が駆除懸総諜惨羅。

　灘辮灘濃灘凝弱霧蒸講警、鶏獣叢し癒駆除欝

羅懸懸羅ぽ嶽幌鐵・の幾、猟友会雄聞騨驚議ま

礫楚。

　餐鎧閥⑳戴薙叢ぽ私鷺鶏溺道楽懇獲翰薫購る

蕊愚纈蒙欝鶏漁懸知燕議懸驚が、決叢薫懸蕩襟

縁お壌蒙懸ん。杉の藤癖桐の樹皮食害、農作物鰭

被害を叢謎る楚め許可蓬得蓬駆除醸御・ま奮。

粕崎馨馨懸ぽ邊嚢の農家議薦お礼謹書擬総鐵・

諜奮。薙罎3度繁殖麟、ほ藩っ癒お《と被害が糞

きく襟甥驚じ議懲奮。飛じ鷲、巨生き物巻殺生

する事縁舞き驚はあ嬢ま懸癒が農林業潜のため

驚奮。皆慧趨灘鋤勤ても雛縦§》麹ど、強調
じ諜じ楚。

　有害鳥獣鷹ぽ叢の縁が雄．灘灘ス、熊、薩ぬ

きな馨嬢対壕遷懸強縫鱒蒙覆。

貴
族
の
よ
う
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
酔
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
「
ゆ
き
ど
け
こ
ん
さ
あ
と
」
に
二
百
五
十
人
H

　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
没
後
二
百
年
を
記
念
す
　
　
貴
族
の
音
楽
会
し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、

る
「
ゆ
き
ど
け
こ
ん
さ
あ
と
」
が
、
三
月
　
　
最
近
東
京
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

二
十
七
日
㈹
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
　
　
な
り
ま
し
た
。
心
の
か
よ
っ
た
演
奏
を
感

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
」
そ
し
て
、

　
こ
れ
は
、
中
里
村
芸
術
鑑
賞
事
業
と
し
　
　
　
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が

て
、
村
の
音
楽
好
き
が
集
ま
っ
た
「
中
里
　
　
人
々
か
ら
愛
さ
れ
る
か
と
い
う
と
、
曲
に

コ
ン
サ
ー
ト
協
会
」
主
催
に
よ
る
も
の
で
　
　
暖
か
み
や
、
や
さ
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
か

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
一
と
、
説
明
。

　
演
奏
者
は
、
原
ゆ
か
り
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
　
　
曲
の
解
説
を
し
な
が
ら
演
奏
に
入
り
ま
し

　
　
　
　
の
り
え

ン
）
、
青
木
伯
江
（
ピ
ア
ノ
）
、
岩
橋
玲
子
（
ビ
　
　
た
。

オ
ラ
）
、
谷
口
節
夫
（
チ
ェ
ロ
）
で
す
。
　
　
　
　
第
一
部
の
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
八
長
調
K
・

　
演
奏
前
の
あ
い
さ
つ
で
原
さ
ん
は
、
「
こ
　
　
5
4
8
か
ら
第
二
部
の
ピ
ア
ノ
四
重
奏
曲

の
よ
う
に
ス
テ
ー
ジ
を
は
ず
し
、
客
席
と
　
　
ト
短
調
K
・
4
7
8
ま
で
、
た
っ
ぷ
り
二

一
つ
の
フ
ロ
ア
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
は
　
　
時
間
、
貴
族
に
な
っ
た
気
分
で
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
美
し
い
曲
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し

た
。

鑑賞のしかたは、けっして堅くならなくてもよいそうです。ガ

礁

鞭灘欝’

欝
洗

ワリ
　清

水
雅
秀
　
謝

す
み
子
さ
．
贋

　
淳
く
ん

きっかけは……り飲み会のとき友達が連れてき

　　　　て、知りあったのが始まりで、その後

　　　　いろいろと誘いました。

第一印象は……り別に何とも思わなかった。ワ

　　　体の大きい人だと思った。
結婚生活は……り毎日が仕事と子育てでいそが

　　　　しい。ワ毎日が過ぎるのがはやい。

お互いへの要望……り子供を一生懸命育ててほ

　　　　しい。ワもっと家にいてほしい。

子育てのモットー……りやさしい子供に育って

　　　　ほしい。ワじょうぶに育ってほしい。

今やりたいこと……りどうせやるなら、中里村

　　　民全員で飲み会をしてみたい。
エピソードは……り彼女の家にはじめて電話を

　　　　かけたとき名前をまちがえてお母さん

　　　　にそんな人はいないといわれた。

村への要望……り中里村といってすぐ分かるよ

　　　　うな、何か印象がつくものがほしい。

　　　ワ温泉を早く出してほしい。

11 広報1屡頻“r♪・
　　一r』■r8■7　r■■■r■■■

平成3年4目10日



歯
科
診
療
所
は
、

　オーストラリア、韓国
※詳しくは社会教育課（盈63－2493）へ。

1．水道メーター器をお取り替えしま

　す
　中里村の水道料金は、水道メーター

の数値により使用料金を算定しており

ます。

　このメーター器は、計量法という法

律により期間が8年と定められており
ます。このほど中里村のメーター器が、

この8年を経過したため取り替えする

ことになりました。全戸が対象となり

ますが、最近新築された家や故障で交

換された家は対象外となります。

　メーター器の交換には、村との契約

により中里村水道工事指定業者が行い

ますのでご協力をお願いします。

2．平成3年度第1期分も暫定料金に

　なります
　このメーター器の数値を年6回、4・

6・8・10・12・2月に検針し、その

翌月に料金を納入していただいていま

す。しかし、平年以上の雪のため、平

成3年度4月（第1期）分の検針がで

きませんので暫定として料金を徴収す

ることになりました。精算は第2期分
でおこないますのでよろしくお願いい

たします。

3．メーター検針にご協力を

　水道メーター器の検針は、おおむね

初旬に村の検針員によン）行っています

が、近くに犬がつないであったり、ド

ラム缶や植木鉢等が乗せてあったりで

検針ができない事があります。

※検針が容易にできるよう、ご協力く

　ださい。

　村内のお年寄りたちが丹精込めて作

りあげたワラ細工、竹細工、手芸、盆

栽などを展示即売します。素晴しい作

品の数々をご覧になってください。

■日時

　4月13日（土）午後1時～午後5時

　4月14日（日）午前9時～正午一

■場所

　老人福祉センター3階（大会議室）

　　　　　　　　　　　　　　＼

教校負 〈
古教

【
転
出
　
者
】

【
転
　
入
　
者
】

学
校
・
職
名
・
氏
名
　
転
出
先
（
郡
市
・
学
校
名
）

学
校
・
職
名
・
氏
名
　
旧
任
校
（
郡
市
・
学
校
皇

国
沢
小
V

諭
匹
大
崎
浩
子
（
津
南
・
上
郷
小
）

教
諭
桂
高
橋
政
子
（
＋
日
町
・
＋
日
町
西
－

〃
”
小
野
塚
修
一
（
西
蒲
原
・
越
前
小
）

〃
1
1
室
岡
伯
芳
（
＋
日
町
・
＋
日
町
小
）

〃
“
内
山
正
彦
（
小
千
谷
・
岩
沢
小
）

助
教
諭
匹
涌
井
紀
子

〃
1
1
徳
重
玲
子
（
豊
栄
・
葛
塚
小
）

〃
”
高
橋
令
子

〃
陸
太
田
明
美

同
道
山
小
〉

『
諭
”
庭
野
和
男
（
＋
日
町
・
下
条
小
）

教
諭
1
1
佐
藤
浩
一
（
豊
栄
・
岡
方
第
一
，

事
務
員
”
江
口
伸
子
（
中
里
・
高
道
山
小
）

居
俣
小
〉

長
“
富
沢
　
　
宏
（
東
頸
域
・
中
保
倉
小
）

校
長
陸
松
岡
正
徳
（
中
頸
城
・
柿
崎
小
）

諭
陸
中
村
恵
子
（
五
泉
・
橋
田
小
）

教
諭
ー
樋
口
智
恵
子
（
中
魚
・
外
丸
小
）

〃
“
鷹
巣
康
子
（
＋
日
町
・
＋
日
町
小
）

〃
舗
鈴
木
享
子
（
中
魚
・
津
南
小
）

〃
陸
根
津
徳
久
（
小
千
谷
・
塩
殿
小
）

〃
1
1
金
沢
道
篤
（
＋
日
町
・
＋
日
町
小
）

〃
口
猪
又
智
子
（
上
　
越
・
諏
訪
小
）

〃
1
1
尾
身
祐
子
（
岩
船
・
黒
川
俣
小
）

貝
野
小
V

長
”
桑
原
和
位
（
定
年
退
職
）

校
長
”
丸
田
　
　
勲
（
県
教
育
庁
．
義
務
教
育
課
指
導
王

塾
諭
”
山
岸
淳
二
（
小
千
谷
・
東
小
千
谷
小
）

教
諭
舗
高
橋
浩
　
一
（
中
魚
・
橘
小
）

〃
精
小
林
美
和
子
（
新
潟
市
・
丸
山
小
）

事
務
員
1
1
村
山
ア
ヤ
子

王　　　　　）　）
事 ）少

〈
田

教
訟

　
〃

　
ー
　
ノ

　
ノ
　
ノ

名
）

小
）

）

お鐡墜毯

鱗欝霧勲隷

訓山田華恵肇長男）清田山

舞（服部轟長男）田沢

穀（佐藤慧美孝長女）山崎

苗卸林由肇子琴女）荒屋

鹸（鈴木融長女）重地

灘籔鐵灘灘裟

市
屋
県
俣
崎
町

圃
阜
　
和

十
荒
岐
倉
山
大

浩
子
温
子
明
恵

　
　
　
ル

敏
悦
　
ハ
英
千

田
木
山
喜
村
沼

川
鈴
横
斎
岡
小

｛
｛
｛
灘．叢鐵圏響

義
ノ
平
エ
ヨ
ツ

　
ヨ
　
　
ノ

孝
ミ
林
ハ
ト
ナ

木
鳥
山
木
原
田

鈴
羽
村
鈴
上
池

（96）

（84）

（65）

（75）

（85）

（83）

地
敷
沢
間
山
中

　
屋
田

重
新
東
角
上
宮

※掲載を希望されない方は届け出の

際に申し出てください。

●事故発生件数　　　　　2件

●傷者　　　　　　　5人
●死亡事故ゼロ　　　　99日

　　　　　　（3月末累計）

善意をありがとう

■寄附　社会福祉協議会へ

中里村建設業協会　　100，000円

羽鳥勝雄　　　　30，000円
■公民館へ

滝沢スワ（東京）自分史4冊

㌍
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⑦
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へ

罐
当
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謬
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あ
さ
奮
の
観
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労

　国土利用計画法は、土地の投機的取

引や地価の高騰を抑制し、乱開発など

を未然に防ぐため土地取引について届

出制を設けています。次の一定面積以

上の土地取引をしようとするときは、

この法律によりあらかじめ知事に届け

出なければなりません。

■監視区域

　リゾート重点整備地区2，000m2以上

■その他の区域…………10，000m2以上

※届け出の必要な取引は、売買、共有

　持分の譲渡、営業譲渡等です。

　詳しくは開発課までお問い合わせく

ださい。

　地域の自然環境を保全し、公共の秩

序を維持するため、中里村土地開発事

業適正化条例があります。一団の土地

面積が3，000m2以上の土地について、住

宅用地、工業用地、観光施設用地等に

活用する場合は、村に届け出が必要で

す。詳しくは、役場開発課までお問い

合わせください。

んに旺緑化』に対する理解を深めてい

ただき、緑を知り美しい緑の国土を築

くことを目的としています。強制では

ありませんが、目標額を前年と同額の

『一戸当たり100円』とさせていただき

ましたので、募金運動の趣旨・目的を

十分ご理解の上、募金にご協力くださ

るようお願いします。

　総務庁と新潟県では、平成3年度の

海外派遣青年（18歳～30歳）を募集し

ています。

　若さと行動力を持つ県内あるいは全

国の仲間との異国での体験がフレッシ

ュな友情を芽生えさせます。

■応募期間

（1〉総務庁派遣　3月20日～4月20日

（2〉新潟県派遣　4月1日～5月20日

■派遣先

（1）総務庁

　フィジー、メキシコ、エクアドル、

　中国、韓国、など
（2）新潟県派遣

日
●

月
曜
日
が
休
み
で
す
。

◎母親学級・妊婦検診

　鑑月欝斑㈱止村病院
　母親挙級（受付）翅145一搬◎o

　　　　　／内容／妊娠申の栄養

　婬婦検診1受付難3i鋤一澱…00
◎乳幼渠検診

　饗潟鰺瞬　保健鞄繋寮一

　1対象l　Hi鷺．纏．繋籔鷺．＄．雛生

　（受付鱗欝簿の一盤i鐙

＠鷺が箆検診

　鍵月墾韮欝網一5鶏2環

　（健嬢緯籏懇鋸一慈参照韓慧謙鋤

◎繋鑓灘タ搬譲反応及びβ¢G

　縫潟憩懸一懸潟緊覆

　1健康灘縢灘鑓一馨参照嚢だ熱・）

　平成3年度の労働保険料の申告と納

付の受付けが、4月1日から5月15日

まで行われています。

　まだ、手続きのお済みでない事業主

の方は、なるべくお早めに保険料申請

書に保険料を添えて、最寄りの銀行等

に申告納付してください。

　　　一十日町労働基準監督署一

　毎年皆様にご協力いただいておりま

す『緑の羽根』募金運動が、今年も4

月1日から30日までの1カ月間行われ
ます。

　この『緑の羽根』募金運動は、皆さ

今月の納税と振替日

■国民健康保険税

■国民年金保険料

■保育料

（4月30日）

（4月25日）

（4月30日）

眉
津
峡
小
〉

諭
”
泉
谷
十
七
三
（
土
倉
分
校
か
ら
本
校
へ
）

事
務
員
に
羽
鳥
ヨ
シ
子

〃
“
吉
沢
正
春
（
本
校
か
ら
土
倉
分
校
へ
）

甲
里
中
〉

長
“
林
勇
次
郎
（
長
岡
・
西
中
）

校
長
”
金
子
三
郎
（
上
越
教
育
事
務
所
指
導
王

諭
目
藤
木
正
臣
（
中
魚
・
上
郷
中
）

教
諭
”
内
山
　
　
徹
（
長
岡
・
東
北
中
）

〃
”
星
野
　
　
教
（
南
魚
・
六
日
町
中
）

〃
1
1
目
黒
浩
毅
（
柏
崎
・
第
三
中
）

〃
1
1
佐
久
間
辰
雄
（
北
魚
・
堀
之
内
中
）

〃
“
和
田
奈
津
子
（
中
魚
・
津
南
中
）

〃
”
五
十
嵐
め
ぐ
み
（
南
　
魚
・
大
和
中
）

扮
員
”
村
山
章
子
（
＋
日
町
・
水
沢
中
）

〃
“
富
樫
明
美
（
新
採
用
）

事
務
員
”
井
ノ
川
智
子
（
中
魚
・
上
野
中
）

事
）
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　4月11日～5月10日

カレン．タ㌧一

広田昌人さん
集落干溝

青春しτます
昭和43年10月14日生まれ22歳

星座　てんびん座

12㈹
心配ごと相談日（根津　敬）合老人福祉センター
013：30～16：00

13（土）
老人工芸品展示即売会　合老人福祉センター
⊂）13：00～17：00

○
老人工芸品展示即売会　合老人福祉センター
Q9：00～12：00

16（幻

17㈹
献血　合保健センター前　（910：00～12：00、

13：00～15：00

18㈲

19㈲
心配ごと相談日（村山篤稔）合老人福祉センター

㊤13：00～16：00

○

26㈹
心配ごと相談日（山本ケン）合老人福祉センター

㊤13：30～16：00　　行政相談日（山田正平）

合老人福祉センター013：30～16：00

○

◎（月）

みどりの日
黄桜の丘桜まつり　倉黄桜の丘（宮中えん堤脇）

⊂）11：00～15：00　　第4回信濃川河岸段丘ウォ

ーク　合田沢小グランド（D8：00出発

30（幻

財㈲

2㈲

O㈲
憲法記念日

○（土）
国民の休日

○
子どもの日

○（月）
振替休日

7（幻

10㈹
心配ごと相談日（藤田義一）合老人福祉センター

013：30～16：00

建騰鑛蒙

※変更する場奮があ搬ま鱗。御周の際は確認を
　　　　　　　　　おねが㌧縫謙すも
灘灘難

血液型　A型

身長・体重　175cm・60kg

　仕事は、上村病院でPhysical

Therapy（リハビリの先生）をして

います。趣味は、スキー、テニス、

ボーリングなど。理想の女性は、

ポッチャリ型の人。彼女募集中で

す。性格は、おちゃらけで、バカ

まる出しだが、うちに秘めたもの

がある。今楽しいことは、仕事（リ

ハビリ）をしているとき。村への

要望は、郡市一番の名物になるよ

うな公園を作ってほしいことと、

工場を誘致し村を活性化させ、若

者が集まる村にしてほしい。

亀　　　　　乱

護’・・酷・・誹
，ノ　　　　　 ノ

試
　｝

⑳津南病院葎5扇綿

㊧中条病院禅認1

㊧庭野医院禅冨葡

⑳山・医院禅鷹1

⑳大島医院禅騰1

⑳至誠堂医院禅罐1

（ii）上村病院郡3里2111

⑳富田医院秤講1

スギ

　
　
　
編
…
集
一
維
㎝
記
…

　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
に
よ
り
表
紙
と
裏
の
カ
ラ
ー
刷

り
（
一
色
）
は
、
村
の
イ
メ
ー
ジ
マ
ー
ク
の
カ
ラ
ー

に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
春
は
新
緑
の
心
は
ず

む
黄
緑
色
、
夏
は
清
流
の
さ
わ
や
か
な
水
色
、
秋
は

確
か
な
実
り
喜
び
の
心
ゆ
た
か
な
榿
色
、
冬
は
輝
く

一
面
の
銀
世
界
心
と
き
め
く
ね
ず
み
色
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
冬
の
ね
ず
み
色
は
、
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
し
ま

す
の
で
桃
色
に
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
感
じ
に
刷
り

上
が
る
か
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

ユリ

ク

　　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1￥目然を愛し美しい村をつくります。

1￥健康で働き明るい村をつくります。

雁．愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1￥創意をこらし活力ある村をつくります。

　　　馬耳東風

　「馬耳東風と聞き流す」は，

　他人から何を言われても無視

　して、一向に気にかけない態

　度をさす表現です。

　寒い冬が終わって、侍たれ

　た春風が耳にそよそよと吹い

　てきても、馬は少しも反応を

　示さないところからできたこ

　とわざが、「馬耳東風」。冬の季

節風は北風や西風ですが，春

　の到来を告げるのは東から吹

　いてくる風です。

　このことわざから「馬の耳
　に風」．略して「馬の耳」とい

　う同じ意昧の言葉が生まれま
　　　　　　しぶうちわ　した。「馬の耳を渋団扇であお

　ぐよう」という形容も．その

バリエーションの一つといえ

　ます。

　「馬耳東風」の出典とされて
　　　　　　　　　　り　はくいるのは＼中国の大詩人李白

が友人に贈った詩。「世人これ

　　　　　　　ふを聞きてみな頭を悼り．東風
　　　　　　ごとの馬耳を射るが如き有り」（世

間の人たちがあなたの傑作を

聞いても，みな頭を振ってわ

からないというのは．春風が

馬の耳に吹きかかるようなも

のだ）という一節です。しか

　　し￥こんな故事来歴を述

　　べ立てても￥興味のない

二土　人には「馬耳東風」と聞

　『董　き流されるだけかもしれ

　
ツ

。
一

肋
ル

ま

葉
の

　　　　3月末現在㌶　　纐
　　　　　（）は前月比

●人口男3，379人（一1）女3，369人（一13）計6，748人（一14）●世帯数1，634（一3）

躍


